令和３年度　学校評価計画書　
	石川県立飯田高等学校

	重　点　目　標
	具　体　的　取　組
	主担当
	現　　　　　状
	評価の観点
	実現状況の達成度判断基準
	判　定　基　準
	備　　考

	１

	確かな学力の醸成のために生徒の主体的な学びを通して、思考力・判断力・表現力を育成する。
	1 
	教員の授業改善と生徒の進路意識の向上を図る。
	各教科
各学年

進路指導課
	昨年度、学習到達度を測る１月模擬試験（英数国３教科総合）の結果は
１年　５％　２３％　４３％
２年　１０％　３０％　４８％
であった。
	【成果指標】

１・２学年の１月模擬試験で、英数国３教科総合の偏差値　６０以上の生徒の割合が１０％、５５以上が２０％、５０以上が５０％を目指す。　　　　　（学年毎）
	１・２学年それぞれで目標基準を

Ａ：すべて達成した

Ｂ：２つ達成した
Ｃ：１つ達成した
Ｄ：達成できなかった
	Ｃ以下の場合は学年会、教科で指導体制を検討する。
	模擬試験の結果で評価

	
	
	2 
	進路実現可能な学力を身に付けるために自立的学習習慣を定着させる。
	各学年

進路指導課
	学年＋１時間の学習時間を推奨している。１・２年ともに学習時間増加への取組意欲は高い。
	【成果指標】
予習・復習を習慣化し、授業外学習時間が充実している。　（学年毎）
	進路アンケートで授業外学習時間を確認し、学年＋１時間を達成している生徒の割合が

Ａ：８０％以上　　Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	Ｃ以下の場合は学年会・教科で指導体制を検討する。
	進路アンケートで評価

	
	
	③
	公務員志望者が幅広い知識と、情報処理能力を身につけ、実際の公務員試験に対応できる力を育成する。
	各教科

進路指導課
	個別分野で弱点を持つ生徒が見られる。個人の強みと弱みを明確にし、弱点を克服させながら学力の底上げを図る必要がある。
	【成果指標】
公務員模擬試験の総合判定で、Ｂランク以上の生徒の割合が４０％以上を目指す。
	公務員試験直前の模擬試験においてＢランク以上の生徒の割合が

Ａ：６０％以上　　Ｂ：４０％以上
Ｃ：３０％以上　　Ｄ：３０％未満
	Ｃ以下の場合は進路及び、各教科で取組を検討する。
	公務員模擬試験結果で評価

	
	
	④
	研究授業、互見授業により、探究的な学習活動や主体的な学びを推進して、思考力を育成する。
	教務課
各教科
	若手教員数が全教職員の半数以上を占めているため、日常的な互見授業が授業力の向上に必要と考える。また、状況に応じて小学校や中学校と連携し、授業参観や意見交換を行いたい。
	【努力指標】

研究授業や互見授業、小中学校との連携事業に積極的に取り組んでいる。

【満足度指標】

授業を通じて学力（思考力）が身についてきていると実感できる。
	授業改善への取組に年間を通じて参加した回数が

Ａ：５回以上　　Ｂ：４回

Ｃ：３回　　　　　Ｄ：３回未満

授業改善アンケート項目⑥「この授業で学力がつく」⑩「友人と意見を共有することにより理解を深めることができる」の評価が

Ａ：９０％以上　Ｂ：８０％～９０％未満

Ｃ：７０％～８０％未満　Ｄ：７０％未満
	C以下の場合は取組を見直す。
	授業参観票の提出及びアンケートで評価

生徒による授業改善アンケート（年２回実施）で評価


	石川県立飯田高等学校

	重　点　目　標
	具　体　的　取　組
	主担当
	現　　　　　状
	評価の観点
	実現状況の達成度判断基準
	判　定　基　準
	備　　考

	２

	生徒の人間関係力を育成することにより、円滑な社会生活を送る資質を養い、人間力を育む。
	
	ＨＲ活動や委員会活動を通して、集団づくりや人間関係づくりを進め人間関係力を育てる。
	生徒指導課 
全職員
	生徒会が中心となり、学校行事は充実しつつあるが、各種委員会や生徒全体で十分な意見を交わし、取り組む余地がある。人間関係力を高めることにより、生徒が互いに尊重し合う心の涵養につなげたい。
	【成果指標】 
生徒間で十分な意見交換を行い組織的に取り組むことができている。
	校内の活動で、十分な意見交換や協働した取組が日常的に達成できたと考える生徒の割合が 
Ａ：８０％以上　　Ｂ：７０％以上 
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	Ｃ以下の場合、 指導方法を見 直す。
	年２回（７月・１月）の生徒アンケートで評価

	
	
	
	携帯電話・スマートフォンの使用ルール遵守と1日の使用時間を削減する指導を進める。
	生徒指導課 
全職員
	携帯・スマートフォンの使用により家庭学習時間が確保できない現状があり、昨年度の１人あたりの1日の使用時間は５９分であった。使用時間は３０分以内とし、家庭学習習慣の定着に導きたい。
	【成果指標】 
家庭学習に影響の少ないような携帯・スマートフォンの適正な使用ができている。
	生徒１人あたりの携帯・スマートフォンの学習以外の１日平均使用時間が 
Ａ：３０分以内　　Ｂ：４０分以内 
Ｃ：５０分以内　　Ｄ：５０分より長い
	Ｃ以下の場合、指導方法を見直す。
	年５回の生徒アンケートで評価

	
	
	1 
	時間厳守の習慣の確立を目指し、「遅刻０運動」を継続する。
	生徒指導課 
全職員

	授業開始のチャイムで授業を開始することは定着しているが、朝の「遅刻０」の日数は７９％であった。学校生活のあらゆる場面で時間を守る習慣を向上させたい。
	【成果指標】 
時間を守る習慣が定着し、朝の遅刻が０になる。
	「遅刻０の日数」が、「年間授業日数」に対して
Ａ：８５％以上　　Ｂ：７５％以上 
Ｃ：６５％以上　　Ｄ：６５％未満
	Ｃ以下の場合、指導方法を見直す。
	生活委員による毎週末の遅刻集計により評価

	
	
	
	挨拶や服装・交通マナーなど基本的な生活習慣の定着について指導を徹底する。
	生徒指導課 
全職員

	朝の挨拶運動や登校時の指導により挨拶ができる生徒の割合は高い。服装や頭髪で指導を受ける生徒は減少傾向にある。主体的な生活習慣を身に付けさせたい。

	【成果指標】 
集団生活における規律を遵守し、挨拶運動により人間関係 力が向上している。
	日常的に挨拶ができ、規則を守ることができた生徒の割合が 
Ａ：８５％以上　　Ｂ：７０％以上 
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	Ｃ以下の場合、指導方法を見直す。
	年２回（７月・ １月）の生徒 アンケートで評価

	　

	石川県立飯田高等学校

	　重　点　目　標
	具　体　的　取　組
	主担当
	現　　　　　状
	評価の観点
	実現状況の達成度判断基準
	判　定　基　準
	備　　考

	３
	地域社会や地元中学校と連携した取組により、探究力・社会力を育成する。
	1 
	他者や地域と協働した探究学習を行い、学びに対する前向きな心を育む。
	ゆめかな
（総合的な探究の時間）担当
	全生徒が対象となっているゆめかなプロジェクト（総合的な探究の時間）について、意欲的に主体性をともなった探究的な学びを展開できている生徒がいる一方で、学びに肯定的な価値を見出せない生徒も少なからずいる。
	【満足度指標】 

ゆめかなプロジェクト（総合的な探究の時間）の探究学習が有意義なものになったか自己評価の状況により評価する。
	ゆめかなプロジェクト（総合的な探究の時間）に対して、生徒の満足度が 
Ａ：８０％以上  Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上  Ｄ：５０％未満
	Ｃ以下の場合は担当教員間でで指導体制を検討する。
	年２回（１１月・３月）に分けて行う全生徒対象のアンケートで評価

	
	
	2 
	各教科の授業や探究学習において地元小・中学校との接続・連携を図る。
	各教科
ゆめかな担当
	英語科で市内小・中学校との連携事業を行っているが、他の教科では校種を越えた関わりがあまり見られず、地域で唯一の高等学校としての立場を充分に活かしきれていない。小・中・高の幅広い子どもたちが協働的に主体的に学び合える場づくりは、本校に課せられた使命の一つである。
	【努力指標】
地元小学校・中学校と連携した学びの場・時間を創出する。
	地元小学生・中学生と高校生がともに学んだ回数が、
Ａ：２０回以上　　Ｂ：１５回以上 
Ｃ：１０回以上　　Ｄ： ５回未満

	Ｃ以下の場合は取組を見直す。
	８月と１月に、総務課が回数を集約し評価

	
	
	3 
	地元への愛着心を涵養し、地元産業に貢献する意欲を持った人材を育成する企業見学会、講演会を実施する。
	進路指導課
	地元企業に対する知識が不足しているため、地元就職を希望する生徒はあまり多くない。
また、進学後地元就職を希望する生徒も少ない。
	【成果指標】
企業見学会、講演会等により、地元に就職することについて理解を深め、地元に貢献する意欲が以前より高まった。
	企業見学会、講演会等により、地元に就職することについて理解を深め、以前より地元に貢献する意欲が高まったと答えた生徒の割合が
Ａ：８０％以上　　Ｂ：７０％以上 
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	Ｃ以下の場合、 指導方法を見 直す。
	年２回（７月・ １月）の生徒 アンケート（２年ビジネスコース対象）で評価

	
	
	4 
	「産学官地域連携人材育成事業」と、地域学などにおいて地域と連携した授業展開をすすめ地域愛を育てる。
	総合学科
	狼煙地区を中心とした「産学官地域連携人材育成事業」は本年で４年目となる。地元の方々と共に学習会などを行い、地域の抱える問題の発見・解決に取り組みイベントや成果発表会を開催する。
	【成果指標】
各種活動を通して学習した内容により地域を理解し、地域のニーズを発見し、地域に貢献することができた。
	地域の理解と貢献意識が向上した生徒の割合が
Ａ：８０％以上　　Ｂ：７０％以上 
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	Ｃ以下の場合は取組を見直す。
	１０月・２月（１月）の生徒アンケートで評価

	
	
	5 
	生徒会活動や部活動ごとに、ボランティア活動や、小中学校と合同練習会などを積極的に行い、地域社会に貢献できる人材を育てる。
	生徒会
	例年、部活動単位でのボランティア活動を行ってきたが、コロナ禍の中地域行事などの開催が不透明である。現状を踏まえ地域に貢献できるようなボランティア活動や校下の中学校と連携し合同練習などを行い、異年齢との交流を通して技術指導や指導力など社会力を育成する。
	【努力指標】
生徒会活動や部活動を通して地域や中学校との連携を図りながら地域に貢献できる意欲を育む。
	年間を通して地域への理解と貢献意欲が向上した生徒の割合が
Ａ：８０％以上　　Ｂ：７０％以上 
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	C以下の場合は取組を見直す。
	２月（１月）の生徒アンケートで評価

	石川県立飯田高等学校

	重　点　目　標
	具　体　的　取　組
	主担当
	現　　　　　状
	評価の観点
	実現状況の達成度判断基準
	判　定　基　準
	備　　考

	４

	効率的な業務や指導法の改善により、ワークライフバランスを実現する。


	①

	可能な限りアンケートを電子媒体で行い、効率的な業務改善を推進する。
	総務課
	通常、生徒・保護者・評価委員の方々へのアンケートは紙媒体で行っており、印刷・集計・グラフ化はかなりの時間を要する作業であり、さらなる効率化を目指すためにアンケートの電子化をおこなう。
	【努力指標】
校内・地域・保護者対象のアンケートについて、電子化アンケートを実施した回数で評価する。
	校内で行われたアンケートのうち、電子化されたアンケートの割合が
Ａ：９０％以上　　Ｂ：７０％以上
Ｃ：６０％以上　　Ｄ：６０％未満
	C以下の場合、評価結果を分析し、方策を検討する。

	８月・１月の教員アンケートで評価

	
	
	②
	オンラインでの会議の参加回数を増やし、効率的な業務改善を推進する。
	総務課
	教員数が減少する中で、本校教員が金沢市・小松市などに出張に出かけた場合、１日がかりとなり、出かけた教員のみならず多くの教員の負担が増え、業務に支障をきたす。
	【成果指標】
教員対象のアンケートを行い、オンライン会議によって、負担が軽減し、ワークライフバランスに良い影響を与えたと感じた教員の割合で評価する。
	オンライン会議によって、負担が軽減し、ワークライフバランスに良い影響を与えたと感じた教員の割合が
Ａ：6０％以上　　Ｂ：５０％以上
Ｃ：４０％以下　　Ｄ：３０％以下
	C以下の場合は取組を見直す。
	８月・１月の教員アンケートで評価

	
	
	
	職場環境を良好にし、環境に配慮したごみの削減を推進する。
	保厚課
	資源ごみのリサイクルや、職場環境を良好に保つことができていないことがあるため、意識改革を行いたい。

	【努力指標】
資源ごみの有効化や職場環境に満足しているかなどのアンケートを実施し評価する。
	資源ごみのリサイクルに積極的に活動することができ、職場環境を良好に保つことができたと感じた教員の割合が
Ａ：７０％以上　　Ｂ：６０％以上
Ｃ：５０％以下　　Ｄ：４０％以下
	C以下の場合、評価結果を分析し、対策を検討する。
	７月・１月の教員アンケートで評価


	石川県立飯田高等学校

	重　点　目　標
	具　体　的　取　組
	主担当
	現　　　　　状
	評価の観点
	実現状況の達成度判断基準
	判　定　基　準
	備　　考

	５

	GIGAスクール構想実現に向けて、授業力向上や校務の効率化に積極的に取り組む。
	
	ＧＩＧＡ校内研修年間計画に基づいて，研修をすすめる。
	GIGA校内研修推進リーダー
	・授業で生徒が使える端末が導入され，１人１台端末を用いた授業形式が可能になった。
	【努力指標】
・全ての教員が、生徒１人１台端末を活用した授業が出来る。
	教科の授業で最低１回１人１台端末を用いた教員の割合が
A　８０％以上　　B　６０％以上
Ｃ　４０％以上　　Ｄ　４０％未満


	C以下の場合は計画を見直す。
	年２回（９月・ １月）の教員 アンケートで 評価


	
	
	1 
	ＧＩＧＡスクール構想の取組により、教師の授業力が向上し、生徒が積極的かつ主体的に授業に臨む姿勢を涵養する。
	教務課
	・ＩＣＴ機器の活用は進んできたが、生徒各自が端末を使用するスタイルにまで至っていない。

	【満足度指標】
・１人１台端末で行った授業に対して、生徒が積極的・主体的に取り組むことが出来る。

	タブレットを活用した授業で，学ぶ興味や意欲が増した生徒の割合が
A　８０％以上　　B　７０％以上
Ｃ　６０％以上　　Ｄ　６０％未満


	C以下の場合は計画を見直す。
	年２回（９月・ １月）の生徒 アンケートで 評価


	
	
	
	働き方改革を推進するために，ＩＣＴを積極的に活用し効率的に業務を遂行する。
	教務課
	・校務用のツール(機器)が充実してきた。時間外勤務を減少するため、系統立てた活用により今まで以上に有効的な時間管理を進める。
	【努力指標】
・研修や教員相互の情報共有により、前年以上に効率的な業務を行うことが出来る。
	ＧＩＧＡ校内研修やツール活用の情報共有で、効率的な業務を行うことが出来たと感じる教員の割合が
A　９０％以上　　B　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　Ｄ　７０％未満
	C以下の場合は計画を見直す。
	年２回（９月・ １月）の教員 アンケートで 評価


